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（土）（土）
第 1部　希望の時第 1部　希望の時
野原小中学校吹奏楽部野原小中学校吹奏楽部
コラボレーション演奏と合唱♪コラボレーション演奏と合唱♪
第２部　講演第２部　講演
にしゃんた氏にしゃんた氏
「違いを楽しみ、力に変える」「違いを楽しみ、力に変える」

開場　市民会館開場　市民会館
受付　12時 30 分～受付　12時 30 分～
開演　13時（15 時 30 分終了予定）

第 1部　希望のとき
野原小学校金管バンドクラブ、
野原中学校吹奏楽部の協演に
よる演奏と合唱♪
第２部　講演
にしゃんた氏
「違いを楽しみ、力にかえる」

会場　市民会館大ホール
受付　12時 30 分～
開会　13時（15 時 30 分終了予定）

にしゃゃんた氏氏

予定）予定）予定）予定）予定））

　スリランカ生まれ。高校生の時に留学のために来日。来

日１年で、日本語能力試験１級試験に合格し、留学生とし

ての第１号となる新聞奨学生をしながら、文武両道の大学

生生活を送る。立命館大学経営学部を学部総代で卒業。名

城大学大学院に進み商学修士号、龍谷大学大学院で経済学

修士号と経済学博士号を取得。日本国籍取得。

　現在は、羽衣国際大学で教授として務める傍ら、テレビ・

ラジオなどでも活躍中。
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啓発権 ポスター人

宇智小学校 2年　三﨑万葉 阪合部小学校 2年　辰巳稜

西吉野小学校 3年　梨子本陽菜 牧野小学校 4年　岩木ひな瀬

宇智小学校 4年　三﨑明日香

宇智小学校 5年　山口茜奈 北宇智小学校 5年　夏木美希 阪合部小学校 6年　安藤未稀

阿太小学校 2年　鶴　千穂也

市の審査会で選ばれて、奈良県に提出されたポス
ターを紹介します。（敬称略）

ポスター・標語展示会

ポスター（縮小写真）
標語（県提出分）

県提出分除くポスター
（原画）

市役所、南都銀行五条支店、イオン五條店

市民会館

人権総合センター、阪合部文化会館、
カルム五條、西吉野支所

展示場所 展示期間

7月 14 日（土）市民集会当日

8月 30 日（木）まで

7月 31 日（火）まで

市
内
審
査
会
選
抜
分

阪合部小学校 6年　安藤未稀

集会当日

人権・同和問題講演会
■演題　　「人生・出逢い　－足も
　　　　との人権を考える－」

■日時　　７月４日（水）　　　　
　　　　19 時～ 20 時 30 分

■場所　　人権総合センター
■講師　　向出　佳司氏　　　　
　　　　（常磐会学園大学教授）
■問合先　人権総合センター
　　　　　☎２４・３７２７

2人権特集号



標語権人 啓発

五條東中学校 1年　櫻本唯加

五條西中学校 3年　原希良李

五條東中学校 3年　東山優輝

五條西中学校 3年　永井美妃

五條西中学校 2年　清水大地五條東中学校 2年　北嶋恋暖

市の審査会で選ばれて、奈良県に提出された標語
を紹介します。（敬称略）
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家庭では
家事・育児・介護はみんなで

地域活動では
積極的に参加し、
だれもが主役　

職場では
男女は対等なパートナー
性別にとらわれることなく
仕事を選択

男
女
の
人
権
の
尊
重

男
女
の
人
権
の
尊
重

男
女
の
人
権
の
尊
重

男女の個人としての男女の個人としての
尊厳を重んじ、男女の差別尊厳を重んじ、男女の差別
をなくし、男性も女性もひをなくし、男性も女性もひ
とりの人間 と して能力をとりの人間 と して能力を

発揮できる社会発揮できる社会

男女の個人としての
尊厳を重んじ、男女の差別
をなくし、男性も女性もひ
とりの人間 と して能力を

発揮できる社会

男らしく、女らしくありたいと思うのは個人の自由男らしく、女らしくありたいと思うのは個人の自由
ですが、それを他人に押し付けたり、押しつけられですが、それを他人に押し付けたり、押しつけられ
たりするのは、ひとりひとりの個性や能力を無視すたりするのは、ひとりひとりの個性や能力を無視す
る（される）ことになります。る（される）ことになります。

無意識のうちにこんなふうに無意識のうちにこんなふうに
思っていませんか？思っていませんか？

会長は男性でないと…会長は男性でないと…

家のことは女性の仕事家のことは女性の仕事

これは男性 /女性の仕事でしょこれは男性 /女性の仕事でしょ

男らしく、女らしくありたいと思うのは個人の自由
ですが、それを他人に押し付けたり、押しつけられ
たりするのは、ひとりひとりの個性や能力を無視す
る（される）ことになります。

無意識のうちにこんなふうに
思っていませんか？

会長は男性でないと…

家のことは女性の仕事

これは男性 /女性の仕事でしょ

男
女
共
同
参
画
推
進

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
推
進

に
つ
い
て
、
一
層
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
く
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
今
後
の
五
條
市

の
男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。
あ
な
た
の
体
験
談
や
理
想
、
考

え
た
こ
と
な
ど
自
由
に
表
現
し
て
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ

幅
広
い
層
の
人
に
「
男

女
共
同
参
画
」
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
シ
ン
プ
ル
で
心
に
響
く
も
の

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

■
応
募
締
切　

７
月
30
日
（
月
）

■
作
品
形
式　

自
由
な
形
式
で
20
文
字
程

度
（
川
柳
や
標
語
）

※

未
発
表
で
応
募
者
自
作
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

※

１
人
に
つ
き
３
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

■
審
査　

五
條
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

で
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
の
合
計
３
点
を
決
定
し
ま
す
。
９

月
末
に
入
賞
者
本
人
に
通
知
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
賞
作
品
・
氏
名
を
公
表
し

ま
す
。

※

最
優
秀
賞
に
は
３
０
０
０
円
分
、
優
秀

賞
に
は
１
０
０
０
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。

■
表
彰　

五
條
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

（
11
月
予
定
）
で
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
次
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
郵
送　

〒
６
３
７
・
０
０
４
２　
　

五
條
市
五
條
４
丁
目
１
番
３
号　
　
　

五
條
市
人
権
施
策
課
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
募
集
係
」
あ
て

▼
F
A
X　

２
４
・
４
０
０
３　
　
　

五
條
市
人
権
施
策
課「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
募
集
係
」
あ
て

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
男
女
共
同
参
画

推
進
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
」
ペ
ー

ジ
の
お
問
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

※

応
募
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

本
公
募
に
関
連
す
る
用
途
に
限
っ
て
使

用
し
、
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
作
品
の
一
切
の
著
作
権
は
、

五
條
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■
問
合
先　

人
権
施
策
課
☎
２
５
・
１
１
３
７

男女共同参画社会を考えてみよう男女共同参画社会を考えてみよう
～ひとりひとりが幸せな社会のために～～ひとりひとりが幸せな社会のために～

男女共同参画社会を考えてみよう
～ひとりひとりが幸せな社会のために～

4人権特集号


	人権01
	人権02
	人権03
	人権04

